
 

実はこの図は 

大嘘！ 

Ｙ－Ｙ結線の不思議 

－１－ 

皆様こんにちは、今回の御題は「Ｙ－Ｙ結線の不思議」です。 

変圧器の三相結線には色々な種類が有りますがＹ－Ｙ結線もその一種類です。 

この結線には実は不思議な特徴が有ります。今回はその特徴に関して少し書きます。この記載が皆様のお役に

立てば幸甚です。 
平成 鹿年 骨月 吉日 

SDU(サイタマ・ドズニーランド・大学) 学長 鹿の骨記 

早速ですが下記の図をご覧下さい。 
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この図はＹ－Ｙ結線の変圧器で一次側に普通高圧の三相３線6600Vを接続し、二次側に三相４線式182V/105V

を組んだものです。 

二次側は三相４線ですが二次側に100Vの単相負荷を一つだけ接続したものです。 

三相不平衡負荷ですから、一次側の電流は平衡電流にはならず、図の様に一次側コイルを分流します。 

 

ところで、なにやら図の後ろ側に字が隠れています。何が書いてあるのか読んでみましょう。 

こう書いて有ります「実はこの図は大嘘！」、よく見えませんから見える様に色を濃くして大きな字にしてみ

ます。 

「実はこの図は大嘘！」と書いて有ります。 
図１はインチキです。この様な事にはなりません。この変圧器では二次側に100V負荷をつなげません。 

下図の様にするとつなげる様になります。 
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図１と図２の違いは一次側がＹか△かの違いです。これで片やインチキで片や正規の結線になります。 

何がどう違うの？と言う話が今回のお話です。図１はあり得ない結線である事が理解できる人は此処で読むの

を止めて下さい。ワカンナイ人は次ページ以降を根気よくお読み下さい。 

さて半分インチキ臭い解説の始まり始まりぃ～・・・・ 



 
－２－ 

下図の様な単相変圧器を持ってきて電源と負荷に繋ぎます。 
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変圧比が変な変圧器ですが、余り気にしないで下さい。 

この変圧器は「理想変圧器」で、難しい回路定数などは一切無視します。 

従って、鉄損や銅損は無く励磁電流も流れません。 

さてこの変圧器の二次側に100V定格の負荷を繋ぎますと負荷電流Ｉ
．
2が流れますが、当然の結果として一次側に

も負荷電流Ｉ
．
1が流れます。 

ここで認識して頂きたい事は「二次側に電流が流れれば必ず一次側にも電流が流れる。」と言う事です。 

つまり「一次側の電流と二次側の電流は必ず相関関係にあって、片一方の電流だけが流れるという事はあり得

ない。」という事です。 

これは非常に重要な事ですからシッカリ覚えて下さい。 

今度はこの変圧器を３組用意して下記の様に組み各々電源と負荷に繋ぎます。（Ｙ－Ｙになっています。） 
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この図がインチキだという事です。 

この図は図１の変形で電気的には同じものです。変圧器の一次側に流れる電流がインチキになっています。 

電源のＲ点から出発した電流Ｉ
．
1はＵ点を通過した後、Ｎ点に向かい此処で1/2に分流してＷ点及びＶ点に向か

います。Ｗ点を通過した半分の電流はＴ点に戻り、Ｖ点を通過した半分の電流はＳ点に戻ります。 

これがインチキの話なのです。 

図３で説明した内容を思い出して下さい。一次電流と二次電流は相関関係が有りますから、一次電流が流れ

ればそれに相当する二次電流が流れないと辻褄が合いません。 

ところが二次側のv相の電流とw相の電流は負荷が有りませんからゼロです。 

つまり、この図の様にＶ相及びＷ相の変圧器の一次側だけに電流が流れて二次側には流れないと言う事はあ

り得ない事になります。 

結果として、この様な電流は流れる事が出来ないと言う事になります。 

この様な結線は成立しないという事がお解り頂けたでしょうか？ 

次に、一次側を△に結線した場合の検証を次ページで行います。 

6600V
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今度は下記の様な変圧器を用意します。図３とは一次側の電圧が異なります。 
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6600V

この変圧器を同様に３台組んで下記の様にします。（△－Ｙになっています。） 
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図６ 

この図に示す様に電流が流れ、無事変圧器として動作します。 

Ｒ点から出発した電流Ｉ
．
1はＵ点を通りＶ点に全量が抜けＳ点に戻ります。 

Ｕ～Ｗ間及びＷ～Ｖ間に電流は流れません。（対応する二次側電流が無いのでこうなります。） 

この図は図２と電気的に同じものを書いています。 

 

この様に、三相電源から単相を取る場合には結線に注意しないと思わぬ事になる場合が有ります。 

今回の問題点の最も重要な事は「一次側の電気方式と二次側の電気方式が異なる。」事です。 

一見一次側は三相で二次側も三相ですから同じように見えますが実際は違います。 

一次側は三相３線式ですし、二次側は三相４線式です。 

この様な場合、Ｙ－Ｙ結線ですと単相負荷を繋いだ時に不都合が出ます。 

 

汎用のkVA級配電用変圧器は一次側又は二次側或いは両方に△結線を持っています。 

二次側が△の場合はどうやっても中性点が有りませんので三相４線式配電は不可能ですから、余り難しく考え

る必要はありません。 

二次側がＹの場合は一次側が△になっているのが普通で、二次側で三相４線式配電を行った場合に不都合が起

きない様にしています。 

 

例外の無い規則は無いと言いますが、変圧器の場合も例外は有ります。 

小型（50kVA以下）の三相変圧器はＹ－Ｙ結線が標準です。（ＪＩＳ規格の場合） 

話が違うジャンと言いたくなりますがちゃんと辻褄は合わせています。 

どうやって辻褄を合わせているのかを次ページに書きます。 



 
－４－ 

小容量の三相変圧器の結線は下図の様になっています。 

この図を見ると解るのですが、Ｙ－Ｙ結線ですから一次側にＮ端子、二次側にn端子が有ります。 

しかし、間違って電線を接続しない様に外部にこの端子は出ていません。 

従って、電圧端子～中性点間の配線はやろうとしても出来ない様になっています。 

また、図に示した接地はＢ種ですがこの様に電圧端子に施す事になります。 

（二次側が△結線の場合と同じです。） 

 

さて大まかにはご理解願えたと思いますが、今度はこんな事を考えます。 

図７のＢ種接地は電圧点の一点に施していますが、本来は中性点に施すものです。 

中性点が無い場合などやむを得ない場合に限り電圧点の一点に施しても良い事になっています。 

(電技・解釈24条) 

今回の場合、二次側はＹ結線ですから中性点は有るわけです。 

だったら二次側を三相４線配電などしないで、三相３線配電にすれば問題は無いはずだから、中性点を引き出

してＢ種接地を施せば良いと思うわけです。 

実は、これは「やってはイカン事」です。下図に示します。 
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一見これで何の問題も無いように見えますが、実は漏電するととんでもない事になります。 

121V
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二次側のu端子に接続された電線が地絡したとします。□は地絡抵抗です。 

この図に見覚えはありませんか？ 

そうです図１と全く同じ図です。（二次側の電圧は違う。） 

この図に示した様な地絡電流は流れません。 

つまり二次側は接地系配電になっているにもかかわらず、地絡時に地絡電流が流れません。 

これは電流動作型漏電ブレーカが動作しない事を示します。 

漏電しても漏電電流が流れないのは安全で良いでは有りません。 

これでは困るわけです。 

ですからＹ－Ｙ結線の場合は二次側のn端子は外部に出しません。 
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この図を書き直すと下図になります。 

図１０ 
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取りあえず此処まで 


